
やっぱりウキマの大会は面白い♪ 川口市浮間ゴルフ場ゴルフ大会２０２６ 

【令和８年１１月２９日（日）】 

 

競技規則 

本競技会は、すべて日本ゴルフ協会ゴルフ規則（２０２３年１月施行）及び川口市浮間ゴルフ場ゴルフ大会特別競技規

則（以下「特別競技規則」という）に則って行われ、その運営に関する一切の事項は競技委員長が決定する。 

なお、下記の注釈については、特に注意してください。 

1.  ジェネラルエリアにおいて、ボールが樹木の支柱、防球ネット、表示杭のない溝、その他コース維持上の一時的堆積物

のためストロークに支障がある場合には、それらを避けた最も近く、且つホールに近づかない地点（救済のニヤレストポイ

ント）を決定し１クラブレングス以内にドロップすることによって、罰なしの救済を受けることができる。 

2.  青杭の標示のあるグリーンは、目的外グリーンとする。罰なしの救済を受けなければならない。 

3.  ジェネラルエリアのどこででも、球の勢いで自ら地面に作った穴（ピッチマーク）にくい込んでいるときは、その球は罰なし

に拾い上げて拭き、ホールに近づかず１クラブレングス以内に球の止まっていた地点にできるだけ近い箇所にドロップする

ことができる。 

4.  ラウンド中、プレーを終了したグリーン上及びその近くで練習ストロークを行ってはならない（本項違反は、次のホールで

２打付加とする）。 

5.  使用球は最新のＪＧＡ適格ゴルフボール表に記載されているものでなければならない（本項違反は、競技失格とする）。 

 

特別競技規則（ローカル・ルール） 

1.  ジェネラルエリアは、オール６インチプレースすることができる。 

2.  アウト・オブ・バウンズの境界は白杭をもって標示し、打ち直しとする。但し、１番ホール、７番ホールのティーショットが

OB の場合は、前方特設ティーより第４打としてプレーする。 

3.  修理地は青杭を立て、白線をもってその限界を標示し、罰なしにニアレストポイントを決定し１クラブレングス以内にドロッ

プしなければならない。 

4.  イエローペナルティーエリアは黄杭、レッドペナルティーエリアは赤杭をもってその限界を標示する。 

5.  危険防止地域は黄色と黒色の縞杭で標示し、打球が境界を越えた場合には１罰打とし、縞杭が示す境界を最後に横切

った地点から２クラブレングス以内でドロップしてプレーする。 

6.  １番ホールグリーン奥の白杭は、コース両サイドの境界を示すもので、グリーン奥は前項を適用する。 

7.  ６番ホールにおいて打球が縞杭を越えた場合には、次の処置のいずれかをとることができる（本項違反は２罰打とす

る）。 

    ①特別競技規則 5.に基づきプレーする。 

    ②１罰打とし、球をドロップ区域にドロップしてプレーする。 

8.  ８番ホールにおいて、打球が左グリーン後方の池の縞杭を越えた場合には、次の処置のいずれかをとることができる（本

項違反は２罰打とする）。 

    ①特別競技規則 5.に基づきプレーする。 

    ②１罰打とし、球を特設ティ－の指定されたエリアからプレーする。 

9.  排水溝は、動かせない障害物とする。 

10.  道路及び通路の舗装されていない部分は、障害物とみなさない。 

11.  舗装された道路に接した排水溝は、その道路の一部とみなす。 



12.  ２番ホールのティーショットは、危険防止のため、使用クラブは７番アイアン以下とする。ただし、女性及び７０歳以上の男

性は、前方特設ティーから打つことができる。違反した場合は、競技失格とする。 

13.  バンカーの流水跡に止まったボールは、そのバンカー内においてホールに近づかないよう、２クラブレングス以内にドロ

ップしプレーすることができる。 

14.  距離計などの計測機器については、遅延プレーとならない範囲内での使用を認める。 

 

注意事項 

1.  特別競技規則に追加、または変更があるときは、スタートに掲示して告示する。 

2.  スタート時間１０分前には、必ずスタートハウス横（大会本部）周辺に待機すること。 

   プレーヤーが指定のスタート時間を超え、５分以内にプレーできる状態でスタート地点に到着した場合は、２罰打とする。

それ以外の場合は、競技失格とする。但し、競技委員長が正当な理由があると認める場合には、スタート時間を変更する

ことができる。 

3.  プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当に空けないようにすること。プレーの不当な遅延については、ペナルティ

を課す。 

4.  携帯電話は、電源を切るか、マナーモードとし、他のプレーヤーの集中を乱すことのないようにすること。 

5.  競技方法は、１８ホールストロークプレーとし、新ぺリア方式を採用する。 

6.  悪天候（雷雨等）の場合には、競技委員長の指示に従うこと。なお、全組がホールアウトできず、かつ全組が９ホール以

上を消化した場合は、前半９ホールのスコアで集計をして順位を決定する。また、全組が前半９ホールを消化できなかった

場合は、厳選なる抽選にて順位を決定する。その場合、グロスによる入賞は、該当なしとする。 

7.  プレー終了後、クラブハウス内スコア集計所において、大会専用スコアカードに必要事項を記入し、速やかに提出を行う

こと。 

8.  ギャラリーは、コース内に立ち入ることを禁止する。 

 

通知事項 

1.  ティーマークは、男子：白マーク、女子：赤マークを使用すること。 

2.  新ペリア方式のハンディキャップの上限はなしとし、下限については計算式どおり行う。よって、プラスハンディになる場

合もある。 

3.  順位の設定基準について、ネットの部では男女混合でのスコア集計とし、同スコアの場合はハンディキャップの少ない方

が上位になり、さらにハンディキャップも同じ場合は年齢が高い方を上位とする。さらに、同ハンディキャップ、同生年月日

の場合は、カウントバック方式により順位を決定する。 

 

新ペリア方式ハンディキャップの算定方法 

（隠しホールの打数×１．５－Par７０）×０．８＝ハンディキャップ 

※ ハンディキャップの上限はなしとする。 

※ ハンディキャップのストローク上限は、パーの２倍とする。  
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